
 

 

 

 

佐賀大学校友会では，昨年１０月から新体制となった兒玉浩明学長のもとで，校友会役員をは

じめとする会員や佐賀大学同窓会と共に校友会組織の拡大と多くの学生への支援ができる体制づ

くりに取り組んでまいります。 

今回，第９回佐賀大学ホームカミングデーを開催するにあたり，参加者の皆様に学生の諸活動

への支援及び校友間交流への支援の状況を報告し，多くの方に佐賀大学校友会の設置の趣旨や活

動内容に御理解をいただきたく思っております。 

本日は，令和元年度に校友会からの奨励金により海外の協定校へ留学した代表学生の報告会

と，これまでの校友会の活動状況を報告いたします。 

また，これまでの支援状況は，ホームページにて最新の情報を提供していますのでぜひ一度ご

覧ください。 

佐賀大学校友会ホームページ：ＵＲＬ https://koyukai.admin.saga-u.ac.jp/ 
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取り組んでいきたいと思っており

ます。 

皆様からの校友会に対するご意見 

等お待ちしております。 

 

佐賀大学校友会 事務局 

 

 

佐賀大学校友会（支援事業報告） 
令和２年 11月 14日 

(第 9 回佐賀大学ホームカミングデー) 

 



～～ 奨励金受給者による報告 ～～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外派遣奨励金受給者（令和元年度受給） 
アメリカ留学を振り返って                       

教育学部学校教育課程小中連携コース中等教育主免英語科 國弘 貴之 

留学先：アメリカ スリッパリーロック大学             

派遣期間：令和元年８月～令和２年３月                  

 
○ 奨学金受給の使途・効果 

支援いただきました奨学金については、現地での生活費として使わせていた 
だきました。留学生活を送るにあたり生活費は必ず必要なものでアメリカで 
の生活は日本と比べてなかなか慣れない部分もありましたが、金銭面でもス 
ムーズに困難なく送ることが出来ました。ありがとうございました。 
 
             

○ 短期的な視点で一言                            
この留学を通じて、学びたかった外国語教育について実際に目で 
見て学べたことや様々な授業を受けることが出来たのはもちろん 
のこと、日本では経験できないたくさんのことを経験することが 
出来ました。留学に行ってほんとによかったなと思います。 
 
                                            

○ 長期的な視点で一言 
私は将来教員になりたいと考えています。アメリカでの 
経験を教員として働く際に役立てたいです。私たち日本 
人にとって英語は学校で学習するイメージが強く社会生 
活の中で使うことはあまりありませんが、そのような時 
代が来ないとは言い切れません。外国語を教える教員と 
して、今回のアメリカ留学から学ぶことはたくさんあっ 
たと感じます。 
 

○ 校友会の皆様へ 
私にとってこの留学は人生におけるかけがえのない財産になりました。一年間を通して様々な経験がで
きたのは校友会の皆様からのご支援があってこそです。感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがと
うございました。   
        
   
 

海外派遣奨励金受給者（令和元年度受給） 
タイ留学を振り返って                       

経済学部経済法学科 桝岡明音 

留学先：タイ カセサート大学             

派派遣期間：令和１年８月～１２月 

 
○ 奨学金受給の使途・効果 

支援いただきました奨学金については、留学前の準備費と留学期間の 
生活費として使わせて頂きました。主に航空券代にあてさせて頂きま 
たが、援助して頂いたことで、個人でお金をほとんど用意することな 
く、現地でも生活することができました。 
 
             

○ 短期的な視点で一言                            
大学では、行動心理学の視点から、ビジネスを学び授業や、今の地球環境につ 
いて学びながら、持続可能な世界にするにはどうすればいいかを考える授業を 
履修しました。また、語学スキルの向上もしたかったので、英語の授業と簡単 
なタイ会話の授業も履修しました。    
 
             

○ 長期的な視点で一言 
私はこのグローバル社会で、どんな国の人ともコミュニケーションを円滑にと 
れる人材になりたいと考えています。そのためには色々な知識を身につけてい 
ることや、語学スキルが高いことが必要になってきます。そのためにタイの環 
境への取り組みや、英語だけでなくタイ語やタイの文化について学べたことは 
私にとって大きな財産になりました 

 
○ 校友会の皆様へ                             

校友会の皆様が援助をしてくださったことにより、大学入学当初からの夢であった留学を、金銭的な不 
安なく充実したものにすることができました。講義や現地の人たちとの交流を通して多くのことを学び 
感じる貴重な経験をさせて頂けたことに心から感謝申し上げます。この経験を活かし今後の更なる成 
長にむけて日々精進していきたいと思います。               
 

海外派遣奨励金受給者（令和元年度受給） 
リトアニアでの留学を振り返って                       

芸術地域デザイン学部芸術地域デザイン学科 首藤 舞央梨 

留学先：リトアニア ヴィタウタス・マグヌス大学  

派派遣期間：令和元年 8 月〜令和 2 年 2 月 

 
○ 奨学金受給の使途・効果 

支援していただきました奨学金については、主にリトアニアに渡航する際の航空 
券の費用として使わせて頂きました。留学における費用の中でも大きな出費の一  
つであったため、とても助かりました。                    
                                      
                                      

○ 短期的な視点で一言                             
交換留学先の学校では、芸術学部に所属し、主に専門科目の授業を受講しました。  
また、リトアニアの文化に触れる活動に参加したり、日本語や日本の文化につい 
て伝える取り組みに参加したりと、日本ではできない貴重な経験ができました。 
リトアニアでの様々な体験を通して学んだことを、自分の制作の技術や表現の向 
上に繋げていきたいです。 
 
                                       

○ 長期的な視点で一言 
この交換留学では、まず、私の専門である人形アニメーションに必要な諸要素の  
知識を日本での学びとは違った視点から学ぶことができました。そして、海外の 
学生や先生方との交流、リトアニアやヨーロッパの文化を知ることを通して、自  
分の世界観を広げることができたと感じています。これからは、この交換留学で 
の学びから、自分ならではの作品を作っていきたいです。 
 

○ 校友会の皆様へ                             

校友会の皆様が支援してくださったことで、より一層充実した留学生活を送るこ  
とができたと感じています。本当にありがとうございました。この交換留学での  
経験を糧に、今後も夢に向かって成長し続けていきたいです。 
 



～ 令和元年度の支援状況（学生支援） ～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～～ 平成２９年度の支援状況（学生支援） ～～ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課外活動等支援金（２件 100,000 円）・・・ｽﾎﾟｰﾂ・文化活動への支援 
  FM ﾒﾃﾞｨｱ研究会（個人） 経済学部 第 36 回 NHK 全国大学放送ｺﾝﾃｽﾄ 

 ｱﾅｳﾝｽ部門第２位      中 尾 榛 花 

  FM ﾒﾃﾞｨｱ研究会（団体）      第 36 回 NHK 全国大学放送ｺﾝﾃｽﾄ 

 音声 CM 部門第２位 代表 理工学部 川 崎 龍 青 

 

国際交流奨励金（４件 20 万円）・・・学生の国際的な活動のための支援 
 
  理工学部知能情報システム学科              野 柳 晴 華 

  派遣期間等：海外における研究会、共同研究（令和元年７月２６日～令和元年７月３１日） 

派 遣 先：アメリカ 

 

理工学部知能情報システム学科              田 川 来 夏 

  派遣期間等：海外における研究会、共同研究（令和元年７月２６日～令和元年７月３１日） 

派 遣 先：アメリカ 

 

大学院工学系研究科博士後期課程システム創成科学専攻   CHO  KYI  SOE 

  派遣期間等：その他海外における活動（令和元年１０月４日～令和元年１０月１５日） 

派 遣 先：スペイン 

 

  大学院理工学研究科修士課程理工学専攻          徳 丸 航 暉 

  派遣期間等：海外における研究会、共同研究（令和元年１２月９日～令和元年１２月１４日） 

派 遣 先：シンガポール 

 

海外派遣奨励金（７件 1,5０0,000 円）・・・海外留学のための支援 
 

経済学部経済法学科                   桝 岡 明 音 

留学先等：タイ カセサート大学 

留学期間：令和元年８月～令和元年１２月  

 

芸術地域デザイン学部芸術デザイン学科          首 藤 舞央梨    

留学先等：リトアニア ヴィタウタス・マグヌス大学 

留学期間：令和元年 8 月～令和２年１月 

 

農学部応用生物科学科                  池 山 裕一郎    

留学先等：リトアニア ヴィタウタス・マグヌス大学 

留学期間：令和元年 8 月～令和２年１月 

 

経済学部経済学科                    清 田 早 貴     

留学先等：フィンランド ユバスキュラ大学 

留学期間：令和元年９月～令和元年１２月 

 

教育学部学校教育課程                  國 弘 貴 之 

留学先等：アメリカ スリッパリーロック大学 

留学期間：令和元年８月～令和２年５月  

 

教育学部学校教育課程                  松 本 音希子    

留学先等：オーストラリア ラトローブ大学 

留学期間：令和２年２月～令和２年１１月 

 

理工学部機械システム工学科               栗 原 航太朗    

留学先等：リトアニア ヴィタウタス・マグヌス大学 

留学期間：令和２年２月～令和２年１２月 

 

 



～～ 令和元年度の支援状況（校友間交流支援） ～～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校友間交流事業（ホームカミングデー） 

 

 ○第８回佐賀大学ホームカミングデー 

  開催日：令和元年 11 月１６日（土） 

    会 場：佐賀大学理工学部６号館、かささぎホール 

概 要：全ての卒業生及び名誉教授を対象         
卒業生の方４５名、名誉教授１８名を含む８９名が参加 

  企 画：大学の研究紹介  
「突然変異を使った品種改良技術の新展開」 
講師 農学部附属アグリ創生教育研究センター長 穴井 豊昭 教授 

      学生支援事業奨励金受給者による報告会  
農学部植物工場見学 
かささぎホールにて懇親会                

佐賀大学校友会事務局 
〒840-8502 佐賀市本庄町 1(国立大学法人佐賀大学) 
電話 0952-28-8390 

（月曜日から金曜日 8:30～17:15 [祝日は除く]） 
ホームページＵＲＬ Http:/koyukai.admin.saga-u.ac.jp/ 

校友間交流事業（海外版ホームカミングデー） 

 
 ○佐賀大学ホームカミングデー in クアラルンプール 

  開催日：令和元年１２月１４日（土） 

    会 場：マレーシア・クアラルンプール市内ホテル 

  概 要：佐賀大学寺本理事・副学長をはじめ、マレーシアの協定校と交流を持つ学内教職員、各協定
校の役員・教員らのほか、在マレーシア日本国大使館、現地の日本政府・企業関係者や元留
学生ら、総勢 90 名が参加。マレーシアでの開催は、初。 
寺本理事・副学長の挨拶の中で、現在マレーシアと本学とはマレーシア工科大学（ＵＴ
Ｍ）、マレーシア プトラ大学（ＵＰＭ）、マレーシア トゥンフセインオン大学（ＵＴＨ
Ｍ）をはじめとして教育研究の交流を深めていること、マレーシアは今後も本学にとって国
際交流の最も重要な地域の一つであることが述べられた。 
式中、佐賀大学で学んだマレーシア人留学生会の発足式が行われ、顧問のナザミッド・サア
リ氏、副会長補佐のムハンマド・ニザム・ザカリア氏に佐賀大学友好特使を委嘱。最後に、
出席者全員で記念写真を撮り、別れを惜しみつつ再会を約し閉会。 
 

     


